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第 329図千葉医学例会 ム
衛生学教室例会連合会演説要旨
(谷川教授開講十周年記念、〉
昭和 30年 11月 27日 於千葉大学医学部神経科講堂 
1.一般演説 L、場合の菱化，即ち腐敗に於て還元的愛化が主であ
ることより硝酸還元が行われていると推定される。
1. 酪酸菌剤(ミヤ1)"・3〆〉の動物生長に及限、す 以上の事より 2m，5mに於ては土壌の有機分解能
影響にづいて 力に比し汚水の彦透速度が急速詮るので地下水汚染
花沢 清 の危険性があり， 10mに於ては有機分解困難で、還元
宮入博士が糞便より分離せる嫌気性芽胞菌製剤で 作用が起り有害作用が起り易いものと推定された。
あるミヤリサシが，動物生長に如何なる影響を及ぼ
すか，これを検討せんとして此の実験を試みた。実 3. ~林菌の薬物耐性に関ずお研究
験動物としては初生雛 114羽を用いた。 窪田俊文
実験成績: ミヤ Pサyの混入量が飼料に対して 戦後淋疾の潜在性慢延と共にベニシJ}y等の抗性 
1% 以r_q~於ては殆んど其の蛮化を見ざるも 1% 以 物質の乱用によって，所謂薬物耐性菌の出現により
上に於ては動物の発育を促進せしむることを確認し 治療を更に困難ならしめているが如き症例も増加し
た。但し弱質なる雛には発育を促進せしむるも，素 て来ている。
質の佳良なるものには其の効力少なきを認めざるを 演者はこの点に関して二・三の実験を行った。
得なかった。腸内菌叢については，発育佳良なる雛 先ず千葉及び木更津の集娼より分離せる淋菌 54
は腸球菌族多く;大腸菌族は滅少す。ミヤ Pサシ群 株について，そのペニシリン(以下 P.Cと略す〉耐
と発育佳良なる対照群とは酔似せる藤田菌叢の消長を 性の分布状態をしらベた結果， 0.03u/cc程度のもの
示し，腸球菌族多く大腸菌族減少し，発育不良なる が最も多く (27.8%)，0.06 ujccのもの (24.1%)，
対照群にては其の位置逆転す。磐酸樗菌族は何れに 0.015 u/ccのもの (22.2%)，0.007 u/ccのもの(14.8
も見られるがミヤ Pサy群に於て其の数増加する傾 %)， 0.12 u/ccのもの (9.2%)，0.25 u/ccの最も強
向あり。 い耐性度を示すもの(1.9%)であった。 
次に之等の菌株の試験管内に於ける P.C耐性度
2. 水槽便所の衛生学的研究 の低下をしら〈た結果， 0.06 u/cc以上のものは約4
長 l嶋恒義 週間後に略々その 1/2.-.-1/4程度迄低下したが， 0.03 
水槽便所排出汚水吸込処理の土壌汚染度を横 2， u/cc以下のものは不2主であった。 
5，10，15，-20各 mの土につき検し汚永中に Micro- 更に耐性菌と非耐性菌との間の病源性の強弱の有 
coccus群， Neisseria群， Bacterium群， Baci1lus 無を家兎前眼房水内接種法により比較検討した結
群を認め土中には穏過作用により Baci1us群のも 果，両者の問に差を認めなかった。
のしか認めなかった。土中細菌の増減は化学物質に
よる二次的のものと思われ 5mに於て N03が多く
4. プラスチック工場に於け各工場中毒に就て
細菌数が少なく 10mにN03が少く細菌が多いこと 中山 博
から細菌数と NO.3とは何等かの桔抗作用が有るの 近年合成樹脂工業の盛んなるにつれて，その製品
・ではないかと推測されるが，	 一旦生成された N03 原料等による工場中毒が漸次現われて来た。演者は
が徴性物体に吸収同化されたと云う事によって説明 その製造添加物である StabiHzer，No. 52なる物
され， 10m ~こ於て N03 が少なく NO過が多いこと 質の現す毒性に就て若干の実験を行った。
は水洗便所で相当水分が多い事より Oの偽袷の少な 被験物質は; Dibutyl，tin，laurateを主成分と
